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Dr. Sisodia はアミロイドβ前駆体タンパク質の代謝解析（Sisodia et al., Science 

1990）を皮切りとして、家族性アルツハイマー病原因遺伝子プレセニリンの機能解析

（Thinakaran et al., Neuron 1996）、家族性遺伝子変異に基づくアミロイド斑蓄積

モデルマウスの確立（Borchelt et al., 1997）、更には環境因子が神経幹細胞やアミロ

イド斑蓄積に与える影響（Lazarov et al., Cell 2005）など、アルツハイマー病に関する

分子病態研究において常に先駆的な研究を進めている、世界的に著名な研究者です。今

回、シカゴ大学との戦略的パートナーシップに関連してご来日の際に最近精力的に解析され

ておられるマイクロバイオーム（腸内細菌叢）とアルツハイマー病病態に関わる研究成果を伺

う機会を設けました。大学院生だけでなく、PI・若手研究者の方々の多数のご参集をお待ち

しております。 
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